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論 文 審 査 結 果 の 要 旨   
本研究は、透析アミロイド症に見られるアミロイド線維の主要成分とし  
て、β2マイクログロブリンと結合する成分として、Yeast two－hybrid法を  
用いて、プロコラーゲンC プロティナーゼェンハンサータンパク質  
一1（PCPE－1）を同定したものである。本研究者らは、PCPE－1はアミロイド線  
維形成の組織への沈着の初期の集積に影響しているタンパク質であること  
を示唆する結果を得ている。 このことはβ2マイクログロブリンと PCPE－1  
の結合がアミロイド線維の重要なステップであることを示しており、PCPE－1  
が透析アミロイド症治療の新しいターゲットになる可能性があり、価値ある  
業績であると認める。   
よって本研究者は、博士（医学）の学位を得る資格があると認める。   
